
 

 

 

2026 年 8 月 27 日 

報道関係各位 

GMO インターネットグループ株式会社 

GMO インターネットグループ、 

「第 4 回 GMO 大会議・秋・フィジカル AI 2026」 

高市総理のビデオメッセージでの出演が決定、追加登壇者・プログラム公開 

～世界のトップランナーがフィジカル AI 時代の日本を語る～ 

 

GMO インターネットグループ（グループ代表：熊谷 正寿）は、2026 年９月 15 日（火）に開催する

大型カンファレンス「第 4 回  GMO 大会議・秋・フィジカル AI 2026」の追加登壇者およびプログラム

を公開しました。 

今回新たに、内閣総理大臣 高市早苗氏のビデオメッセージによる出演が決定しました。政府からは財

務大臣 片山さつき氏（ビデオメッセージ）、デジタル大臣 松本尚氏が登壇するほか、OpenAI、

Palantir、Anthropic、NVIDIA など世界の AI をリードする企業のトップランナーが集結します。プログ

ラムでは、産官学連携・ロボット警備実証実験などのテーマで４つのパネルディスカッションを実施し、

フィジカル AI 時代の日本の成長戦略を多角的に議論します。 

GMO インターネットグループは、本大会議を通じて産官学の連携を促進し、日本のフィジカル AI 産業

の発展と国際競争力の強化に貢献してまいります。 

 

【「第 4 回  GMO 大会議・秋・フィジカル AI 2026」とは】 

（https://group.gmo/security/conference/2026/autumn/） 

今回は、世界的に注目が高まる「フィジカル AI」をテーマに開催します。フィジカル AI は、生成 AI な

どの知能をロボットやドローン、自動運転、製造設備など現実世界へ実装する技術として期待されており、

次世代の産業競争力を左右する重要分野として世界各国で開発競争が加速しています。 

https://group.gmo/security/conference/2026/autumn/
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本大会議では、日本が強みをもつロボティクスやものづくりの力を活かし、フィジカル AI 時代の国家競

争力をどう高めていくかについて、産官学の視点から議論します。参加費は無料となり、下記の参加お申込

みフォームより事前申請をいただいたお客様をご招待いたします。 

 

■参加お申込みフォーム 

申込期間：9 月 14 日（月）17:00 まで 

URL：https://group.gmo/security/conference/2026/contact/ 

※事前登録制・事前審査制 

※参加お申込みの状況で早期に締め切らせていただく可能性がございます。 

 

■開催概要 

イベント名 第 4 回  GMO 大会議・秋・フィジカル AI 2026 

日時 2026 年 9 月 15 日(火) 14:30〜19:00（開会 15:30） 

会場 セルリアンタワー東急ホテル 地下 2 階 ボールルーム 

参加費用 無料 

登壇者（予定） 

 

  オープニングメッセージ 

・GMO インターネットグループ 代表取締役 グループ代表 会長 兼 社長

執行役員・CEO 兼 グループ AI 変革最高責任者・CAIO 熊谷 正寿 

 

  ご講演 

・内閣総理大臣 高市 早苗 氏（ビデオメッセージ） 

・財務大臣 金融担当大臣 参議院議員 片山 さつき 氏（ビデオメッセ

ージ） 

・衆議院議員・デジタル大臣 松本 尚 氏 

・東京大学総長 藤井 輝夫 氏 

・Anthropic Japan 代表執行役社長 東條 英俊 氏 

・Palantir CEO アレックス・カープ 氏（ビデオメッセージ） 

・LDH JAPAN 代表取締役会長兼社長 CEO EXILE HIRO 氏 

・エヌビディア合同会社 ロボティクス事業部 事業部長 平野 一将 氏 

 

  パネルディスカッション 

  フロンティア AI で機先を制する：攻撃の高速化に挑む先手型防御のア

プローチ 

・Anthropic Japan Applied AI 本部長 菅野 信 氏 

・Cloudflare Japan Field CTO 乙部 幸一朗 氏 

・GMO インターネットグループ グループ CISO / GMO サイバーセキュリ

ティ by イエラエ 執行役員 阿部 慎司 

・GMO Flatt Security 取締役 Co-CTO 米内 貴志（モデレーター） 

 

⚫︎テーマ：トークンマネジメント 

・OpenAI Forward Deployed Engineer（FDE） 齊藤 初雲 氏 

・デジライズ 代表取締役 CEO 茶圓 将裕 氏 

・GMO 天秤 AI 代表取締役社長 山城 博規（モデレーター） 

 

https://group.gmo/security/conference/2026/contact/
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⚫︎フィジカル AI の燃料は誰が作るのか？～VLA モデルのデータ収集方法

と、リアル VS 合成データの分水嶺 

・経済産業省 大臣官房審議官 奥家 敏和 氏 

・Preferred Networks 共同創業者 代表取締役社長 岡野原 大輔 氏 

・一般社団法人 AI ロボット協会 CTO 松嶋 達也 氏 

・GMO インターネットグループ サイバー防衛事業推進本部「６」 本部

長 元陸上自衛隊 陸将 廣惠 次郎（モデレーター） 

 

⚫︎四足歩行型ロボットによる警備実証実験 ― 現場で見えた社会実装への道

筋 

・千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター所長 古田 貴之 氏 

・ALSOK 執行役員 CTO 佐藤 将史 氏 

・GMO インターネットグループ グループ副社長 西山 裕之（モデレー

ター） 

 

最新情報は、以下の特設ページにてご確認ください。 

https://group.gmo/security/conference/2026/autumn/ 

※登壇者および講演内容は都合により予告なく変更になる場合がございま

す。 

 

【開催目的】 

生成 AI の進化を経て、AI はデジタル空間で情報を処理する存在から、ロボットやドローン、自動運転な

ど現実世界で「動く」存在へと進化しつつあります。世界では、この「フィジカル AI」を次世代の産業基

盤と位置付け、開発競争が急速に加速しています。GMO インターネットグループは、2026 年を「ヒュー

マノイド元年」と位置付け、AI が人型ロボット（ヒューマノイド）をはじめとするフィジカル AI へと実装

されることで、第 5 次産業革命はいよいよ本格化すると考えています。 

そこで本大会議では、「フィジカル AI 産官学連携が描く日本の成長戦略」をテーマに、政府、大学、研

究機関、フィジカル AI 企業など産官学のトップランナーが集結。日本がフィジカル AI 時代をリードするた

めに何が必要か、産業・技術・政策・人材育成の観点から議論し、その方向性を社会へ発信します。 

 

【「GMO フィジカル AI Awards 2026」とは】 

 「GMO フィジカル AI Awards 2026」は、優れた取り組みを表彰することで、これからの技術革新・人財

育成を促進し、安心・安全なデジタル社会の実現を目指します。本開催でも、国内のフィジカル AI 業界を牽

引する有識者にノミネートいただき、GMO インターネットグループが独自の基準で選考し、業界の発展に寄

与した個人・団体を、受賞者として発表いたします。 

（過去参考）GMO AI・Robotics Awards2025 

https://group.gmo/security/ai-robotics/conference/2025/awards/  

 

■過去受賞者 

・AI 部門 優秀賞 

Sakana AI 株式会 CEO David Ha 氏 

・ロボティクス部門 優秀賞 

ugo 株式会社 代表取締役 CEO 松井 健氏 

・特別賞 

https://group.gmo/security/conference/2026/autumn/
https://group.gmo/security/ai-robotics/conference/2025/awards/
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東京大学 河原塚 健人氏 

東京大学 松嶋 達也氏 

 

【GMO インターネットグループのフィジカル AI に関する主な取り組み】 

  人型ロボットによる実証実験「GMO インターネットグループ陸上部 - GMO ロボッツ」始動 

（参考）https://group.gmo/news/article/9970/ 

 

  日本最大級となる「GMO ヒューマノイド・ラボ 渋谷ショールーム」を開設 

（参考）https://group.gmo/news/article/9977/ 

 

  国内初・空港におけるヒューマノイドロボット活用の実証実験を開始 

（参考）https://group.gmo/news/article/10006/ 

 

   世界 No.1 ロボットメーカーである Unitree Robotics の国内正規代理店に 

（参考）https://group.gmo/news/article/10065/ 

 

  フィジカル AI 時代の安全な社会実装を目指し「ネットのセキュリティも GMO」推進中 

（参考）https://group.gmo/security/ 

 

以上 

 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL：https://group.gmo/） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 持株会社（グループ経営機能） 

 

■グループの事業内容 

インターネットインフラ事業 

インターネットセキュリティ事業 

インターネット広告・メディア事業 

インターネット金融事業 

暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

Copyright (C) 2026 GMO Internet Group, Inc. All Rights Reserved. 

【報道に関するお問い合わせ先】 

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 望月 

TEL：03-5456-2695  

お問い合わせ：https://group.gmo/contact/press-inquiries/  
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https://group.gmo/news/article/9977/
https://group.gmo/news/article/10006/
https://group.gmo/news/article/10065/
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